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「主の言葉が驚くほど広まる」

使徒の働き１９章１節-２０節

竿代照夫牧師



1 アポロがコリントにいた間に、パウロは奥地を
通ってエペソに来た。そして幾人かの弟子に
出会って、

2 「信じたとき、聖霊を受けましたか」と尋ねる
と、彼らは、「いいえ、聖霊の与えられることは、
聞きもしませんでした」と答えた。

3 「では、どんなバプテスマを受けたのですか」
と言うと、「ヨハネのバプテスマです」と答え
た。

4 そこで、パウロは、「ヨハネは、自分のあとに
来られるイエスを信じるように人々に告げて、
悔い改めのバプテスマを授けたのです」と
言った。



5 これを聞いたその人々は、主イエスの御名に
よってバプテスマを受けた。

6 パウロが彼らの上に手を置いたとき、聖霊が
彼らに臨まれ、彼らは異言を語ったり、預言を
したりした。

7 その人々は、みなで十二人ほどであった。
8 それから、パウロは会堂に入って、三か月の
間大胆に語り、神の国について論じて、彼ら
を説得しようと努めた。

9 しかし、ある者たちが心をかたくなにして聞き
入れず、会衆の前で、この道をののしったの
で、パウロは彼らから身を引き、弟子たちをも
退かせて、毎日ツラノの講堂で論じた。



10 これが二年の間続いたので、アジヤに住む
者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のこと
ばを聞いた。

11 神はパウロの手によって驚くべき奇蹟を行わ
れた。

12 パウロの身に着けている手ぬぐいや前掛け
をはずして病人に当てると、その病気は去り、
悪霊は出て行った。

13 ところが、諸国を巡回しているユダヤ人の
魔よけ祈祷師の中のある者たちも、ためしに、
悪霊につかれている者に向かって主イエスの
御名をとなえ、「パウロの宣べ伝えている
イエスによって、おまえたちに命じる」と言っ
てみた。



14 そういうことをしたのは、ユダヤの祭司長
スケワという人の七人の息子たちであった。

15 すると悪霊が答えて、「自分はイエスを知っ
ているし、パウロもよく知っている。けれどおま
えたちは何者だ」と言った。

16 そして悪霊につかれている人は、彼らに飛
びかかり、ふたりの者を押さえつけて、みなを
打ち負かしたので、彼らは裸にされ、傷を
負ってその家を逃げ出した。

17 このことがエペソに住むユダヤ人とギリシヤ
人の全部に知れ渡ったので、みな恐れを感じ
て、主イエスの御名をあがめるようになった。



18 そして、信仰に入った人たちの中から多くの
者がやって来て、自分たちのしていることをさ
らけ出して告白した。

19 また魔術を行っていた多くの者が、その書
物をかかえて来て、みなの前で焼き捨てた。
その値段を合計してみると、銀貨五万枚に
なった。

20 こうして、主のことばは驚くほど広まり、ます
ます力強くなって行った。



説 教
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主テキスト

｢こうして、主のことばは驚くほど広まり、

ますます力強くなって行った。｣

（使徒の働き１９：２０）



・（前回）教会を堅立したアポロ



・（今回）パウロのエペソ伝道（地図参照）



１．聖霊を受けた１２人（１-７節）
・エペソという町：港湾都市でアジヤの州都、
アルテミス崇拝（写真参照）



・幾人かの弟子の存在：ヨハネのバプテスマ
を受けていたが、イエス・キリストについては
不完全な知識

・聖霊を受けた：イエスの名によるバプテスマ
を受け、異言を語り、預言した



２．ツラノの講堂での伝道（８-１０節）
・ユダヤ人会堂での説教：第二次伝道旅行で立ち
寄った時の約束（１８：１９－２０）を果たすため、
神の国（イエスの死と復活）を語る
・ユダヤ人の反対運動：３か月後反対運動が起き、
会堂を退去
・ツラノ講堂での説教：毎日の午後、二年間継続的
に説教
・アジヤ中の人が福音を聞く：州都を訪問したアジ
ヤ人、周辺都市を訪れたパウロの弟子を通して。
例：エパフラスによるコロサイ、ラオデキヤ、ヒエ
ラポリス伝道（コロサイ１：７-８，２：１，４：１２-１３）
（再び地図参照）





３．スケワの息子たちの悪戯（１１-１８節）

・多くの癒し

・スケワの息子たちの悪戯と結果

・多くの人々が「さらけ出すような」告白



４．魔術者たちの回心（１９-２０節）

・魔術師たちの回心と魔術教典の焼却

・伝道の進展：「主のことばは驚くほど広まり、
ますます力強くなって行った。



終わりに

主の言葉の力を認識しよう


